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授業と特別活動 


































   
 
らしているところに、バスの乗り換えが必要になる場所への病院の移転が予定されてい







































































るという。すると A は祖母の話を始める。車が運転できずバスで病院へと通っている A
の祖母にとって、片道 510 円のバス料金は負担となっていて、ただでさえ通院回数を減
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自由化、防寒対策、自販機の設置、文化祭の隔年開催（以前は 3 年に 1 回）、携帯電話
の持ち込みなどについて要望・提案していった。要望・提案には 5 年以上かかっても実
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指導』198 号、2014 年、28～34 頁）というタイトルの高校の実践記録を見てみても、
おとなしい生徒たちが授業と自治活動の両方によって主体的・共同的な活動や学びを経
験していったということが報告されるにとどまり、その二つがどのように影響し合いな
がら生徒が成長していったかについてはほとんど分析されていない。 
また、地域を流れる川の環境について学び、地域住民から聞いた話をもとに討論し、役
場へと出かけて行ったり、文化祭での劇や展示へとつなげたりした中野譲による小学校で
の実践では、子どもたちの関係がより対等で安心できるものへと変容している。おがわと
栗又の実践においてもこうした変容が生まれていたかもしれないが、実践記録ではさほど
触れられていない。今後の検討課題としたい。 
に づいている。煩雑になるので、長く引用す
る箇所以外は、逐一ページ数を示すことはしない。 
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